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◎
議
会
提
出
議
案

　

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
５
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
う
ち

４
件
を
本
会
議
で
可
決
し
、
国
な
ど
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
（
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
。

 

◎
市
長
提
出
議
案

　
　
年
度
補
正
予
算

　

国
・
県
の
制
度
改
正
、
補
助
内
示
に
伴
う
事
業
費
の
調
整
、

急
を
要
す
る
事
務
事
業
の
補
正
な
ど
、
歳
入
歳
出
に
９
億
６
８

０
０
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
議
案
が
提
案
さ
れ
、
各
常
任

委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
は
、総
額
５
０
６
億
６
６
８
４
万
３

千
円
と
な
り
ま
し
た（
主
な
予
算
の
内
容
は
３
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

　

〔2〕

市
議
会
12
月
定
例
会
を
開
催

市
議
会
12
月
定
例
会
を
開
催

本会議最終日における起立表決の様子本会議最終日における起立表決の様子

平
成
27
年
度
補
正
予
算
、一
般
議
案
、意
見
書
な
ど
39
議
案
を
審
議

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で

の
21
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正

予
算
議
案
の
ほ
か
、
条
例
案
な
ど
の
一
般
議
案
、
意

見
書
案
、
人
事
議
案
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど

市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
（
適
任
）

　

  

井
上  

千
代
子　

氏
（
長
者
館
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
任

人
　
事

２
ペ
ー
ジ
〜
３
ペ
ー
ジ

　
○
12
月
定
例
会
の
概
要

４
ペ
ー
ジ
〜
５
ペ
ー
ジ

　
○
議
決
結
果

６
ペ
ー
ジ

　
○
意
見
書
の
提
出

７
ペ
ー
ジ
〜
15
ペ
ー
ジ

　
○
一
般
質
問

16
ペ
ー
ジ
〜
17
ペ
ー
ジ

　
○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

18
ペ
ー
ジ
〜
19
ペ
ー
ジ

　
○
議
会
報
告
会
の
概
要

20
ペ
ー
ジ

　
○
２
月
定
例
会
日
程（
予
定
）ほ
か

　
○
編
集
後
記

目　
次



　
一
般
議
案    

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
図
書
館
裏
駐
車
場
を

有
料
化
す
る
こ
と
に
伴
う
使
用
料
の
額
な
ど
を
定

め
る
市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
の
条
例
制
定
、
平
成

28
年
７
月
３
日
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
駅
前
複

合
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
く
市
に
お
け
る
個
人
番

号
の
利
用
範
囲
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
範
囲

等
を
定
め
る
条
例
制
定
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
申
請
及
び
交
付

の
実
施
等
に
伴
う
印
鑑
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
、
平
成
28
年
３
月
31
日
で
市
営
中
央

パ
ー
キ
ン
グ
を
閉
鎖
す
る
た
め
の
条
例
制
定
、
川

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
11
の
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
及
び
開
発
の
帰
属

に
伴
う
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
な
ど
の
議
案

を
３
つ
の
常
任
委
員
会
に
分
け
て
専
門
的
に
審
査

し
た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
人
事
案
件

　

市
長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
再
任
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
　

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
16
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
に
答
弁
を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま

し
た
（
質
問
と
答
弁
は
７
ペ
ー
ジ
か
ら
15
ペ
ー
ジ

に
記
載
）
。

　

堀
部
安
兵
衛
生
誕
地
を
広
く

市
内
外
に
情
報
発
信
し
よ
う
と

い
う
声
が
上
が
り
、
議
員
総
意

の
下
、
赤
穂
義
士
が
討
ち
入
り

を
果
た
し
た
12
月
14
日
を
前
に

し
て
、
市
議
会
定
例
会
初
日
の

２
日
に
新
発
田
市
観
光
協
会
よ

り
借
用
し
た
赤
穂
義
士
の
法
被

を
着
用
し
、
市
の
P
R
に
取
組

ま
し
た
。
当
日
は
テ
レ
ビ
局
や

新
聞
社
か
ら
取
材
を
受
け
ま
し

た
。

一般会計補正予算の主な内容一般会計補正予算の主な内容

新庁舎維持管理体制構築事業 ……3,618万円
※図書館裏駐車場の有料化にかかる施設工事費用

新発田駅前複合施設建設事業 …2億6,614万円
※駅前複合施設の駐車場整備及び民間棟建設事業費への
一部補助

ふるさとしばた応援寄附推進事業 …4,080万円
※ふるさと納税の寄附金が見込額を上回るため、返礼品を追加

障害者自立支援給付事業 …………3,006万円
※事業所新設、高額医療件数の増による扶助費の増額

私立保育園運営委託事業 ………2億3,251万円
※私立保育園新設による入園児の増加等に伴う委託料の増額

児童クラブ整備事業 …………………684万円
※児童クラブの建設にかかる調査、設計委託費用

生活保護扶助費助成事業 ………1億3,129万円
※生活保護世帯の増加に伴う扶助費の増額

農業法人化支援事業 ………………1,696万円
※農業用施設などを整備する農業法人への支援

新発田市観光協会支援事業 ………1,071万円
※駅前複合施設へ移転する観光協会の移転経費を補助

教科書及び指導書、副読本購入事業 …2,093万円
※平成２８年度から使用する小中学校の教師用教科書等
の購入

私立幼稚園支援事業 ………………3,498万円
※負担金算定のための基準改定等による負担金の増額

認定こども園支援事業 ……………5,906万円
※負担金算定のための基準改定等による負担金の増額

青少年宿泊施設整備事業 …………1,200万円
※駐車場舗装整備等の工事費用

稲作経営安定緊急支援事業 ………1,800万円
※台風被害農業者等に対する種もみ購入経費の一部助成

法
被
着
用
で

臨
み
ま
し
た 

９億６，８００万円を追加し、５０６億６，６８４万３千円に
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〔4〕

12月定例会議決結果

12月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

※３ ※４

無所属

阿
部
　
　
聡

中
野
　
廣
衛

賛
　
成

反
　
対

　１２月定例会の議案のうち、２７年度補正予算議案等の市長提出議案は３１件、請願１件、陳情２件は各常任委員会でそれぞれ審査
（人事案件は常任委員会で審査せず、初日に採決）したのち、また、議会提出議案５件は直接、本会議において下記のとおり議決しました
（各委員会審査状況は１６ページから１７ページをご参照ください）。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

新発田市役所本庁舎駐車場条例

新発田駅前複合施設設置及び管理に関する条例

新発田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

新発田市税条例等

新発田市印鑑条例

新発田市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例

新発田市介護保険条例

新発田市加治川総合福祉センター設置及び管理に関する条例

新発田市有料駐車場条例

一般会計（第４号）

国民健康保険事業特別会計（第３号）

介護保険事業特別会計（第３号）

農業集落排水事業特別会計（第２号）

下水道事業特別会計（第３号）

一般会計（第５号）

公の施設に係る指定管理者の指定について（川東コミュニティセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田東デイサービスセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田西デイサービスセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田北デイサービスセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田中井デイサービスセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田南デイサービスセンター）
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その他

市
長
提
出
議
案

市
民
ク
ラ
ブ

新
発
田
政
友
会

民
主
ク
ラ
ブ

青
　
風
　
会

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党
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※１　「総務」　　：総務常任委員会
　　　「社会文教」：社会文教常任委員会
　　　「経済建設」：経済建設常任委員会
　　　「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　　但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決
  
※２　「可決」　　：全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と
　　　　　　　　　　議決したもの
　　　「否決」　　：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
　　　「継続審査」：閉会中の継続審査としたもの

※３　「○」：会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等
　　　　　　　に対して賛成したもの 
　　　「×」：会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等
　　　　　　　に対して「賛成以外」のもの  

※４　議長は地方自治法第１１６条により表決には参加しないため、
　　　表決に参加する全議員数は26人です。

※５　新発田政友会のうち２人は賛成（宮崎光夫議員、小柳肇議員）、
　　　４人は反対（若月学議員、今田修栄議員、比企広正議員、川﨑
　　　孝一議員）。また、青風会のうち２人は賛成（水野善栄議員、
　　　板垣功議員）、１人は反対（湯浅佐太郎議員）。

市民クラブ
新発田政友会
民主クラブ
青風会
日本共産党
公明党
※中野廣衛議員、阿部聡議員は会派に属していません。

会派名 所　属　議　員　名
佐藤武男、井畑隆二、小川　徹、宮島信人、中村　功、稲垣富士雄、佐久間敏夫
川﨑孝一、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫
入倉直作、渡部良一、小坂博司、小林　誠
湯浅佐太郎、板垣　功、水野善栄
加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
渡邊喜夫、石山洋子

12月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

※３ ※４

無所属

阿
部
　
　
聡

中
野
　
廣
衛

賛
　
成

反
　
対

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市豊浦福祉センター
「ほうづきの里」及び豊浦デイサービスセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市加治川総合福祉
センター「さくら苑」及び加治川デイサービスセンター）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市紫雲寺老人憩いの家「眺海荘」）

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市温泉活用施設紫雲の郷館）

公の施設に係る指定管理者の指定について（寺町たまり駅）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

新潟県市町村総合事務組合規約の変更について

ブラッドパッチ療法の保険適用および脳脊髄液減少症の治療推進を求める意見書

複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見書

原発再稼働に関する意見書

沖縄県辺野古米軍新基地建設の中止と県との真摯な協議を求める意見書

ＴＰＰ参加交渉における情報公開と国会審議の徹底を求める意見書

まちづくりに「新発田生まれの英傑・堀部安兵衛武庸」の活用を求める請願書

図書館管理運営策の慎重審議を求める為の陳情書

社会文教

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

総務

経済建設

社会文教

経済建設

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

可決

継続審査

否決

否決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

ー

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

※5

ー

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

※5

ー

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

ー

◯

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

ー

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

ー

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

ー

×

×

26

26

26

26

26

26

26

26

26

23

14

7

21

ー

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

12

19

5

ー

23

26

その他

意見書

市
長
提
出
議
案

議
会
提
出
議
案

請
願
・
陳
情

市
民
ク
ラ
ブ

新
発
田
政
友
会

民
主
ク
ラ
ブ

青
　
風
　
会

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党

新発田市に提出する公文書において、新発田市職員の誤記載を修正する
必要がないとの発言、及び指定業者の提出したものであれば誤記載があ
っても問題がないとの発言について説明を求める陳情書
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　ブラッドパッチ療法は平成２４年に先進医療と
して承認され、平成２６年には先進医療会議で治
療の有効率は８２％と報告された。よって、次の
事項について早期に実現されるよう強く要請す
る。
　①脳脊髄液減少症の治療法であるブラッドパッ
チ療法を保険適用とすること

　②厚生労働省の研究事業において、１８歳未満
の症例を加えること

　③脳脊髄液減少症の早期発見・早期治療のた
め、医療機関への情報提供を徹底すること

◎ブラッドパッチ療法の保険適用および脳脊髄液減少症の治療推進を求める意見書

１２月定例会では、意見書４件を可決しました。
可決した意見書は、国会、内閣総理大臣並びに関係大臣等にそれぞれ送付しました。

　消費税率引き上げに対して幅広く国民の理解を
得るためには、軽減税率の導入が不可欠である。
よって、次の事項について実現するよう強く求め
る。
　①複数税率による軽減税率の導入については、
２０１７年４月の消費税引き上げと同時に行
うこと

　②対象品目については、国民が受け入れやす
く、痛税感を和らげる効果が高い食料品など
対象を幅広くすること

◎複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見書

　東京電力福島第一原発事故発生から４年半が経
過するが事故の収束もおぼつかない。実効性が担
保された避難計画もなく、火山噴火のリスクも高
まっている中での原発再稼働については次のとお
り進めること。
①福島第一原発の検証なしに、原子力発電所の
再稼働を認めないこと

◎原発再稼働に関する意見書

　ＴＰＰ交渉は大筋合意に達したが、これまで国
民にまったく知らされていなかった合意内容が
次々と明らかになり、大きな衝撃と不安が急速に
広がっている。ＴＰＰ調印作業において全ての見
直しを行い、次の事項について実現を求める。
①政府はあらゆる関連文書及び農林水産業を
はじめ国内産業に与える影響額の試算などを
直ちに公表すること

②あらゆる情報を開示した上で国会で徹底した
議論を行い、拙速かつ安易な署名や承認を行
わないこと

◎ＴＰＰ参加交渉における情報公開と国会審議の徹底を求める意見書

②福島第一原発事故の収束と、被害の完全救済
に全力をあげること

（提出先） 内閣総理大臣　厚生労働大臣
文部科学大臣

（提出先） 内閣総理大臣　財務大臣

（提出先） 衆議院議長　　参議院議長
内閣総理大臣　内閣官房長官
経済産業大臣　環境大臣

（提出先） 衆議院議長　　参議院議長
内閣総理大臣　内閣官房長官
農林水産大臣　経済再生担当大臣

※意見書の内容は抜粋して掲載しています。本文（全文）は市議会ホームページをご覧ください。
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「
一
般
質
問
」
は
、
提
出
議
案
に
か
か
わ

ら
ず
、
議
員
の
立
場
か
ら
市
政
全
般
に
関

し
て
執
行
機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し

た
り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る
も

の
で
、
定
例
会
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

新
発
田
市
議
会
で
は
、
質
問
内
容
を
事

前
に
通
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
、
教
育
長
や
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
質
問
に
対
し

て
的
確
な
答
弁
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

答
弁
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、

再
質
問
や
再
々
質
問
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
制
限
時
間

の
45
分
以
内
に
次
々
と
質
問
と
答
弁
を
繰

り
返
す
「
一
問
一
答
方
式
」
で
、
深
ま
っ
た

議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

集落センターを使用する投票所

　
　 

投
票
区
統
合
案
が
提
案
さ
れ
た
が
、

人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
統
廃
合
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
。
対
象
地
域
は
公
共
交
通

機
関
が
少
な
い
。
車
を
運
転
し
な
い
、
で

き
な
い
有
権
者
が
増
え
て
い
る
今
日
の
状

況
に
お
い
て
、
投
票
の
機
会
の
確
保
を
考

え
、併
せ
て
提
案
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
ぜ
、
今
実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、
現
在

の
投
票
所
で
大
き
な
問
題
が
生
じ
た
事
例

は
あ
る
の
か
。

　
　

 

投
票
区
の
統
合
は
、
市
町
村
合
併
協

議
の
際
に
合
併
後
見
直
し
を
す
る
と
さ
れ

て
い
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
以
前

か
ら
統
合
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

春
の
統
一
地
方
選
挙
終
了
後
、
次
に
予
定

さ
れ
る
選
挙
ま
で
１
年
以
上
期
間
が
開
く

こ
と
か
ら
、
有
権
者
数
や
投
票
所
ま
で
の

距
離
な
ど
市
内
全
域
を
統
一
し
た
基
準
で

見
直
し
、
公
平
感
の
持
て
る
投
票
区
を
再

構
築
す
る
た
め
作
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
投
票
所
に
お
い
て
大
き
な

問
題
が
生
じ
た
事
は
な
い
。
な
お
、
統
合

の
対
象
と
な
る
地
域
へ
は
説
明
会
を
行
っ

て
お
り
、
各
地
域
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
基
に
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
最
終
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　 

主
要
幹
線
県
道
新
発
田
津
川
線
は

地
域
経
済
の
要
で
あ
る
。
沿
線
に
携
帯
電

話
不
通
地
域
が
あ
る
こ
と
は
人
命
に
か
か

わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
市
と
し
て
、

阿
賀
町
や
新
潟
県
と
解
消
に
向
け
た
協
議

を
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　

 

阿
賀
町
と
協
議
し
た
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
は
、
居
住
地
域
の
不
通
地
域
解

消
を
優
先
し
て
県
へ
要
望
し
て
き
た
。
広

い
地
域
で
携
帯
電
話
が
通
じ
る
こ
と
は
、

市
民
の
安
全
・
安
心
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、

主
要
幹
線
道
路
沿
道
に
つ
い
て
も
要
望
し

て
い
き
た
い
。

若月 学

携
帯
電
話
不
通
地
域
の

解
消
に
向
け
て

新
発
田
市
の
投
票
区
の
統
合
案
に
つ
い
て

問

問

答

答
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定住促進事業のポスター

　
　

 

連
日
の
事
故
報
道
で
高
齢
運
転
者

へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
免
許
は

手
放
せ
な
い
実
情
が
あ
る
。
小
学
校
統
廃

合
に
合
わ
せ
バ
ス
網
は
順
次
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
登
下
校
と
高
齢
者
で
は
ニ
ー
ズ

が
異
な
り
、
利
用
は
低
迷
し
て
い
る
。
日

中
は
財
政
負
担
の
少
な
い
一
部
デ
マ
ン
ド

方
式
も
含
め
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

 

先
進
地
視
察
な
ど
研
究
を
重
ね
て
お

り
、
28
年
度
に
策
定
す
る
「
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
の
中
で
当
市
に
お
け
る

デ
マ
ン
ド
交
通
の
位
置
付
け
を
示
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
今
後
見
直
し
を
す
る
東

小
学
校
区
で
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

 
人
口
対
策
は
「
自
然
動
態
の
減
と

社
会
動
態
の
増
」
に
尽
き
る
。
若
者
に
魅

力
的
な
雇
用
を
創
出
。
転
出
超
過
の
新
潟

市
へ
の
流
出
対
策
。Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
家
賃

補
助
の
新
卒
者
へ
の
拡
大
。
同
窓
会
開
催

へ
の
助
成
な
ど
考
え
ら
れ
る
政
策
を
総
動

員
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　
　

 

若
者
が
新
発
田
に
帰
っ
て
来
た
い
、

就
職
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
情
報
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
最
先
端
の
業
種
の
誘
致
や
市
独
自

の
Ｕ
・Ｉ
タ
ー
ン
支
援
策
の
見
直
し
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）
を
加
え
た
住

宅
取
得
補
助
金
の
研
究
等
を
し
て
み
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
新
発
田
へ
の
移
住
の

入
口
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
制
度

設
計
を
進
め
て
い
き
た
い
。

小柳 肇

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

読
み
解
く
定
住
促
進
に

つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

が
当
市
の
産
業
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て

成果の見られる特定保健指導

　
　

 「
健
康
と
長
寿
」
の
実
現
と
医
療
費

適
正
化
に
向
け
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
導
入
し
各
種
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
該
当
者
及

び
予
備
軍
の
減
少
化
の
状
況
と
目
標
に
対

す
る
達
成
度
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

 

特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
、
内
臓

脂
肪
症
候
群
該
当
者
の
割
合
は
平
成
20
年

度
の
18
・
３
％
か
ら
平
成
26
年
度
は
16
・

０
％
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
や
、
特
定
保

健
指
導
終
了
者
の
１
年
後
の
検
査
数
値
に

改
善
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
特
定
保
健

指
導
の
成
果
が
見
ら
れ
、
目
標
は
達
成
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

 

県
内
市
町
村
長
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
賛
否

調
査
結
果
が
新
聞
に
載
っ
て
い
た
。
市
長

は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
と
答
え

て
い
た
が
、
そ
の
真
意
は
。

　

ま
た
、
農
業
分
野
で
の
合
意
内
容
に
よ

り
、
当
市
の
農
業
政
策
の
見
直
し
や
強
化

策
、
攻
め
の
農
業
施
策
は
あ
る
か
。

　
　

 

反
対
に
よ
る
後
ろ
向
き
な
考
え
方
で

は
な
く
、
よ
り
前
向
き
に
攻
め
の
施
策
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い

で
あ
る
。

　

足
腰
の
強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、

６
次
産
業
化
や
農
業
生
産
法
人
等
の
組
織

化
、
複
合
経
営
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
当
市
の
高
品
質
・
良
食
味
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
等
で
海
外
市
場
へ
打
っ
て
出
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
農
家
所
得
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

渡邊 喜夫

医
療
費
適
正
化
計
画
と
生
活
習
慣
病
等
の

予
防
・
改
善
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
市
内
公
共
交
通
網

の
充
実
に
つ
い
て

問問 答

答

問問 答

答
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12月に開催された認知症カフェ

　
　 

各
種
障
が
い
を
持
つ
方
の
通
院
や

社
会
参
画
の
た
め
、
タ
ク
シ
ー
券
利
用
助

成
制
度
が
あ
る
が
、
移
動
費
の
個
々
の
負

担
は
相
当
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。①
タ

ク
シ
ー
券
助
成
の
拡
大
、②
空
白
地
に
お

け
る
公
共
交
通
の
検
討
、③
医
療
・
福
祉

目
的
に
特
化
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　 

①
特
に
透
析
患
者
の
方
が
多
額
な
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
聞
い
て
お
り
、

タ
ク
シ
ー
券
の
増
刷
を
検
討
し
て
み
た
い
。

②
小
学
校
の
統
合
と
合
わ
せ
、
順
次
、
公

共
交
通
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。③
医

療
・
福
祉
に
特
化
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
は
現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　 
今
後
間
違
い
な
く
押
し
寄
せ
る
「
多

死
社
会
」
に
向
け
、「
老
い
や
死
を
し
っ
か

り
見
据
え
、
最
期
ま
で
ど
う
よ
り
良
く
生

き
る
か
考
え
る
医
療
」へ
の
変
革
が
必
要
で

あ
る
。①
地
域
包
括
ケ
ア
の
現
状
と
課
題

は
、②
当
市
は
人
生
の
最
期
を
迎
え
る
環
境

と
し
て
住
み
良
い
ま
ち
と
い
え
る
か
伺
う
。

　
　 

①
医
療
と
介
護
の
連
携
が
課
題
で
あ

っ
た
が
、
下
越
医
療
介
護
連
携
協
議
会
等

と
の
協
働
を
通
じ
、
多
職
種
間
の
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
と
連
携
推
進
が
図
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
今
後
、「
支
え
合
い
」
を
含
め

た
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
体
制
の
構
築

が
課
題
と
考
え
て
い
る
。②
認
知
症
の
方
を

地
域
で
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
、
高
齢
者

の
自
立
と
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
へ
の
検
討
を

進
め
、
人
生
の
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
一つ
一つ
取
り
組
ん
で
い
る
。

小林 誠

多
死
社
会
を
目
前
に
控
え
た

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

改修工事中のカルチャーセンター

　
　 

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
「
し

ば
た
魅
力
創
造
戦
略
」
が
10
月
に
策
定
さ

れ
た
。
国
が
制
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
踏
ま
え
て
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
対
応
し
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
主
目
的
に
５
年
間
の

計
画
と
し
て
い
る
。
現
在
進
行
し
て
い
る

28
年
度
予
算
編
成
と
の
関
連
で
、①
創
造

戦
略
施
策
の
う
ち
次
年
度
の
新
規
・
拡
充

施
策
は
な
に
か
、②
28
年
度
予
算
規
模
と

創
造
戦
略
に
係
る
国
・
県
の
予
算
措
置
等

は
、③
具
体
的
な
推
進
施
策
中
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
係
る
施
策
は
何
か
。

　
　 

①
新
年
度
予
算
編
成
中
の
た
め
、

示
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、「
し
ご
と
づ

く
り
」、「
ひ
と
の
流
れ
」、「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
い
ず
れ
の

ニ
ー
ズ
も
包
括
し
た
効
果
的
な
施
策
を
展

開
し
、「
人
が
よ
っ
て
来
る
ま
ち
、
人
が

喜
ん
で
住
む
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
。②
次
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

の
編
成
規
模
は
、
合
併
建
設
計
画
に
登
載

さ
れ
た
事
業
の
多
く
が
今
年
度
で
終
了
と

な
る
こ
と
や
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
え
措
置
の
縮
小
が
進
む
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
年
度
に
比
べ
る
と
減
額
と
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
国
の
予
算
措
置
は
、

今
後
示
さ
れ
る
地
方
財
政
計
画
等
の
中
で

一
定
の
措
置
が
あ
る
と
想
定
し
て
い
る

が
、
県
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
情
報
が

な
く
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。③
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
主
な
取
組
は
、
老
朽
化

す
る
大
規
模
体
育
施
設
を
計
画
的
に
改
修

し
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を
優
先
す
る
。

渡部 良一

他
の
質
問
：「
し
ば
た
魅
力
創
造
戦

略
」
と
28
年
度
「
教
育
の
充
実
」

策
に
つ
い
て

「
し
ば
た
魅
力
創
造
戦
略
」
の
推
進
と

28
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

交
通
弱
者
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

問 問答

答

答 問
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市長訓示を受ける市職員

　
　

 

部
制
廃
止
で
庁
内
の
調
整
機
能
に

支
障
を
き
た
し
て
い
な
い
か
。
中
期
的
に

は
部
制
復
活
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、管
理
職
の
大
量
退
職
対
策
と
し
て
、

再
任
用
制
度
の
見
直
し
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

市
長
自
ら
職
員
の
育
成
に
乗
り
出
し
、

職
員
の
士
気
を
上
げ
て
、
人
間
二
階
堂
馨

へ
の
忠
誠
心
ま
で
高
め
る
努
力
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

 

各
課
長
に
一
定
の
責
任
と
権
限
を
与

え
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る

観
点
で
部
制
廃
止
し
た
。
現
在
ま
で
大
き
な

混
乱
も
な
く
安
定
し
て
市
政
運
営
で
き
て
い

る
。
再
任
用
制
度
見
直
し
は
、
今
後
、
制
度

の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

職
員
の
育
成
は
人
事
評
価
等
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
部
制
廃
止
に
よ
り
市
長
の
考

え
方
が
職
員
に
伝
わ
り
や
す
く
な
っ
た
。

引
き
続
き
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

 

年
度
ご
と
の
教
育
指
針
に
加
え
て
、

複
雑
か
つ
加
速
化
す
る
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
新
発
田
市
の
教
育
を
見
据
え
る
た

め
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
教
育
課
題
を
ど

う
考
え
る
か
。
ま
た
、
中
長
期
的
展
望
に

立
っ
た
教
育
振
興
計
画
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

 

現
在
、
作
成
中
の
「
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
」
に
教
育
課
題
を
示
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
「
学
力
の
向
上
」
を
重
要
課
題

と
捉
え
、
一
層
の
授
業
改
善
を
進
め
る
。

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
養
い
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
教
育
振
興
計

画
は
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
」
に
盛
り
込
む
こ
と
で

代
替
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

宮崎 光夫

行
政
組
織
と
職
員
の
育
成
に
つ
い
て

新発田市独自の日本語の教科書

　
　

 

市
は
９
月
に
、新
発
田
市
・
胎
内
市
・

聖
籠
町
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と
し
て
圏

域
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
宣
言

し
た
。
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
地
域
の
発

展
を
願
い
、①
今
後
の
具
体
的
日
程
、②
課

題
と
将
来
へ
の
思
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

 

①
来
年
９
月
定
例
会
に
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
締
結
議
案
を
上
程
す
る
予
定

で
あ
る
。
28
年
度
中
に
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
、
29
年
度
よ
り

３
市
町
の
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。②

取
組
の
一
番
の
ね
ら
い
は
、
今
、
圏
域
に

住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
が

追
求
で
き
る
圏
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
３
市
町
で
幸
せ
が
追
求
で
き
る
連

携
事
業
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

 

日
本
語
教
育
は
、
日
本
語
の
表
現

力
を
強
化
し
、
新
発
田
ら
し
い
教
育
を
充

実
す
る
た
め
、
平
成
20
年
に
構
造
改
革
特

別
区
の
認
定
を
受
け
、進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
語
教
育
に
つ
い
て

教
育
振
興
計
画
に
つ
い
て

郷
土
を
愛
し
、
表
現
力
豊
か
な
新
発
田
っ

子
が
育
つ
こ
と
を
願
い
、
日
本
語
教
育
の

課
題
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

 

実
施
７
年
目
を
迎
え
た
日
本
語
教

育
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
に
、
小
中
学

校
の
教
職
員
の
工
夫
と
創
造
を
大
切
に
し

て
い
く
取
組
が
課
題
で
あ
り
、
新
た
な
教

材
の
開
発
、
資
料
の
補
充
等
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
も
、
児
童
生
徒
の
見
方
・
考
え

方
を
深
め
、
広
げ
る
授
業
構
成
や
評
価
の

あ
り
方
を
工
夫
し
、
日
本
語
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

小坂 博司

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

問問 答

答

問 問答

答
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加藤 和雄

　
　

 

要
支
援
の
通
所
・
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
介
護
保
険
給
付
か
ら
は
ず
さ
れ
、

市
の
総
合
事
業
と
な
る
。
当
市
は
２
０
１

７
年
４
月
か
ら
の
実
施
。
市
の
裁
量
に
委

ね
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
利
用
者
の

立
場
に
立
ち
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
低
下
や

負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
制
度
設

計
を
す
べ
き
。
見
解
は
。

　
　

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
方
々
に
参
画
い
た

だ
き
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
な
が
ら
、
要
支
援
認
定
者
の
自
立

を
支
援
し
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う

十
分
検
討
し
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

 
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
で
は
、

事
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
や
事
業

の
運
営
の
支
援
な
ど
、
市
が
国
と
連
携
し

施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
。
市
の
条
例
に
法
の
立
場
を
き
ち

ん
と
反
映
す
べ
き
。
振
興
計
画
や
施
策
策

　
　

 

要
支
援
の
通
所
・
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
介
護
保
険
給
付
か
ら
は
ず
さ
れ
、

市
の
総
合
事
業
と
な
る
。
当
市
は
２
０
１

７
年
４
月
か
ら
の
実
施
。
市
の
裁
量
に
委

ね
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
利
用
者
の

立
場
に
立
ち
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
低
下
や

負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
制
度
設

計
を
す
べ
き
。
見
解
は
。

　
　

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
方
々
に
参
画
い
た

だ
き
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
な
が
ら
、
要
支
援
認
定
者
の
自
立

を
支
援
し
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う

十
分
検
討
し
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

 
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
で
は
、

事
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
や
事
業

の
運
営
の
支
援
な
ど
、
市
が
国
と
連
携
し

施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
。
市
の
条
例
に
法
の
立
場
を
き
ち

ん
と
反
映
す
べ
き
。
振
興
計
画
や
施
策
策

定
に
は
、
小
規
模
企
業
へ
の
悉
皆
調
査
で

実
態
を
把
握
す
べ
き
。
見
解
は
。

　
　

 

平
成
20
年
に
中
小
企
業
活
性
化
推

進
基
本
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、
現
在
、

条
例
の
全
面
改
正
を
進
め
て
い
る
。
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
の
原
則
に
も
あ
る

「
事
業
の
持
続
的
な
発
展
」
を
盛
り
込
み
、

名
称
に
も
「
小
規
模
企
業
」
を
加
え
て
、

小
規
模
企
業
者
へ
の
振
興
策
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

悉
皆
調
査
に
つ
い
て
は
、
有
益
な
手
法

の
一つ
と
考
え
て
い
る
が
、
小
規
模
企
業
者

の
声
や
課
題
を
吸
い
上
げ
、
そ
の
中
で
、

振
興
策
を
検
討
し
施
策
の
展
開
に
結
び
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

 

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
就

学
前
の
乳
幼
児
支
援
を
行
い
、
い
き
い
き

館
「
子
ど
も
発
達
相
談
室
」
で
は
療
育
の

相
談
・
指
導
・
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。

就
学
前
と
学
齢
期
支
援
は
早
期
発
見
、
早

期
療
育
が
最
重
要
で
あ
り
、
一
体
的
な
支

援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。①
支
援
セ
ン
タ

ー
の
老
朽
化
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新

の
考
え
、②
学
齢
期
に
お
け
る
相
談
・
療

育
支
援
の
提
供
と
専
門
性
を
重
視
し
た
民

営
化
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

 

①
新
た
な
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
つ
い

て
は
、
新
年
度
予
算
で
対
応
し
た
い
と
思

う
。②「
子
ど
も
発
達
相
談
室
」
の
対
象
年

齢
の
拡
大
は
研
究
し
て
み
た
い
。
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

 

投
票
区
の
統
合
（
現
、
投
票
所
の
縮

小
）
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
山

間
地
や
村
部
で
は
有
権
者
へ
の
影
響
も
大

き
い
の
で
は
な
い
か
。
統
合
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、

投
票
率
向
上
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

 

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
及
び
公
平
性
に

配
慮
で
き
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
の
確
保

と
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
り
投

票
環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
先
進
地

を
参
考
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら
啓
発
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

石山 洋子

小
規
模
企
業
の
振
興
に

つ
い
て

新
発
田
市
の
投
票
区
の
統
合

（
投
票
所
の
縮
小
）に
つ
い
て

し
っ
か
い

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
発
達
相
談
室

が
一
体
と
な
っ
た
支
援
体
制
の
拡
充
と
充

実
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

問問 答

答

問 問答

答
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白穂被害のあった水田

　
　

 

合
併
か
ら
10
年
以
上
経
つ
が
、
豊

浦
、
紫
雲
寺
、
加
治
川
地
域
は
公
共
交
通

に
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
80
歳
を
過

ぎ
て
も
通
院
や
送
迎
等
で
免
許
証
を
返
上

で
き
な
い
方
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
利
用
者

等
も
見
直
し
を
望
ん
で
い
る
。
デ
マ
ン
ド

交
通
タ
ク
シ
ー
の
運
行
実
施
の
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 

医
療
・
福
祉
に
特
化
し
た
デ
マ
ン
ド

交
通
は
、
導
入
に
伴
う
様
々
な
調
整
や
多

額
の
経
費
負
担
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
当

市
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
28
年
度
策
定
予
定
の
「
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
中
で
示
し
て
い

き
た
い
。

　
　

 
台
風
15
号
の
強
風
被
害
は
見
た
目

以
上
に
大
き
か
っ
た
。①
作
況
調
整
は
「
下

越
北
」
地
域
内
で
調
整
さ
れ
、
正
確
で
は

な
い
。
せ
め
て
市
域
の
作
況
調
整
と
な
ら

な
い
か
。②
農
業
共
済
は
強
制
加
入
で
あ

る
が
、
う
っ
か
り
し
て
被
害
申
告
し
な
か

っ
た
水
田
に
も
損
失
補
て
ん
を
実
施
す
べ

き
で
な
い
か
。③
激
甚
的
被
害
で
あ
る
こ

と
か
ら
公
租
公
課
を
減
免
す
べ
き
で
な
い

か
。④
国
に
所
得
補
償
を
求
め
、
市
と
し

て
も
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

 

①
農
業
者
個
人
ご
と
の
実
状
に
よ
る

調
整
は
で
き
る
。②
厳
格
な
審
査
を
経
て

補
償
が
行
わ
れ
る
た
め
、
収
穫
前
の
被
害

の
申
告
が
必
要
と
な
る
。
今
後
は
、
的
確

な
制
度
周
知
を
図
り
た
い
。③
規
定
に
基
づ

き
、
減
免
申
請
に
よ
り
対
応
し
た
い
。④

今
回
の
台
風
被
害
は
、
激
甚
災
害
制
度
の

対
象
で
は
な
い
。
市
と
し
て
は
、
共
済
制

度
の
適
格
な
運
用
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る

こ
と
と
、
被
害
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
事

前
に
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
農
家
へ
の
周
知

を
図
り
た
い
。

宮村 幸男

台
風
15
号
の
被
害
対
策
に

つ
い
て

カントリーエレベーター（加治川地区）カントリーエレベーター（加治川地区）

　
　

 

日
本
、
米
国
は
じ
め
12
カ
国
に
よ

る
閣
僚
会
合
で
大
筋
合
意
を
み
た
。
世
界

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
４
割
、
３
１
０
０
兆
円
、

人
口
８
億
人
の
巨
大
市
場
に
な
る
。
日
本

に
と
っ
て
は
、
幅
広
い
分
野
で
成
長
に
つ

な
が
る
成
長
戦
略
の
切
り
札
に
な
り
、
日

本
の
輸
出
産
業
は
有
利
な
展
開
に
な
る
。

し
か
し
、
基
盤
の
弱
い
農
水
産
業
は
不
安

材
料
が
多
く
、
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策

大
綱
で
不
安
解
消
に
向
け
た
支
援
策
を
策

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
も
同
様
に
県
独

自
の
支
援
を
打
ち
出
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
、
将
来
の
成

長
産
業
に
育
て
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

　
　

 

基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
う
ち
稲

作
は
、
備
蓄
米
制
度
と
新
規
需
要
米
へ
の

転
換
に
よ
り
、
主
食
用
米
の
需
給
の
引
き

締
め
を
推
し
進
め
、
米
価
の
維
持
を
図
る

と
と
も
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図

り
、
コ
ス
ト
削
減
と
生
産
拡
大
に
よ
っ
て

農
家
所
得
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
基
本
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
６
次
産
業
化
や

農
業
生
産
法
人
等
の
組
織
化
、
複
合
経
営

を
推
進
し
、
農
家
所
得
の
拡
大
を
図
り
た

い
。

　
　

 
美
味
し
い
米
や
家
畜
、
６
次
産
品

を
世
界
に
向
け
発
信
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。
早
急
に
対
策
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
推
進
案
は
あ
る
の

か
。

　
　

 

当
市
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
「
新
発
田

市
発
、
世
界
行
」
と
な
る
農
産
物
の
最
有

力
候
補
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
の
取

扱
い
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
、
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
て
取
組
の
推
進

を
検
討
し
た
い
。
米
以
外
の
農
産
物
や
加

工
品
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
お
け
る
ブ
ラ

ン
ド
化
の
取
組
を
優
先
し
、
ま
ず
は
産
地

づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

稲垣 富士雄

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
問
題
と
新
発
田
市
の
農
業
政
策
の

現
状
分
析
と
将
来
構
想
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

問

問答

問問 答

答

答
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桜満開の城址公園

　
　 

戦
略
達
成
の
た
め
に
は
、
市
民
は

じ
め
、
行
政
、
団
体
、
企
業
等
の
オ
ー
ル

新
発
田
で
の
取
組
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

内
容
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
す

ば
ら
し
い
計
画
で
あ
る
が
、
相
当
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
を
感
じ
る
。
市
職
員
体
制
を
ど
う

考
え
る
か
。

　
　 

こ
の
戦
略
は
、
行
政
の
一
方
的
な

視
点
で
な
く
、
住
民
の
視
点
か
ら
も
議
論

す
る
こ
と
で
、
市
民
一
体
の
取
組
に
つ
な

げ
た
い
。
平
成
31
年
度
ま
で
の
計
画
期
間

で
、
庁
内
各
課
が
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
展
開

し
、人
口
減
少
の
克
服
に
挑
戦
し
て
い
く
。

適
材
適
所
の
職
員
配
置
を
行
っ
て
お
り
、

少
数
精
鋭
に
よ
る
自
治
体
運
営
は
可
能
と

確
信
す
る
。

　
　 
現
在
で
も
、
そ
の
長
さ
に
お
い
て

日
本
一
と
さ
れ
る
加
治
川
堤
桜
、
国
天
然

記
念
物
の
橡
平
桜
樹
林
、
百
数
種
数
百
本

の
大
峰
山
桜
公
園
、
城
址
公
園
桜
の
継
続

的
な
樹
木
管
理
整
備
と
、
並
行
し
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
全
国
さ
く
ら
サ
ミ
ッ

ト
誘
致
な
ど
全
国
に
向
け
た
積
極
的
な
情

報
発
信
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　 

当
市
は
様
々
な
状
況
で
桜
が
楽
し

め
る
。
そ
れ
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り

売
り
物
で
あ
る
。
市
内
団
体
、
市
民
、
専

門
家
等
か
ら
意
見
を
聞
き
、
桜
を
守
る
方

策
と
、
桜
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

検
討
し
、
情
報
発
信
を
通
じ
て
宣
伝
効
果

や
誘
客
効
果
を
ね
ら
い
た
い
。
さ
く
ら
サ

ミ
ッ
ト
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
の
方
針
を

定
め
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

中野 廣衛

新
発
田
が
誇
る
観
光
資
源

「
桜
」
に
つ
い
て
の
提
言

　
　 

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
全
て
の
都
道
府
県
が
医
療

費
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、

国
は
給
付
自
治
体
に
「
国
保
財
政
調
整
交

付
金
の
削
減
」
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課

し
て
い
る
。
少
子
化
対
策
に
相
反
す
る
も

の
で
あ
り
、
国
に
廃
止
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　 

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
及
び
交

付
金
の
減
額
調
整
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
及
び
全
国
町

村
会
の
地
方
三
団
体
の
代
表
が
厚
生
労
働

大
臣
等
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　 

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
二

階
堂
市
政
の
主
要
施
策
で
あ
り
、
大
き
く

前
進
し
た
。
高
校
生
ま
で
の
助
成
等
、
今

後
の
拡
充
の
考
え
を
伺
う
。

②
保
育
料
や
他
の
給
付
事
業
の
助
成
は
第

３
子
か
ら
。
市
長
が
本
当
に
少
子
化
対
策

を
考
え
る
な
ら
ば
、
第
１
子
か
ら
各
種
制

度
を
適
用
す
る
こ
と
で
歯
止
め
が
か
か
る

と
考
え
る
が
市
長
の
本
気
度
を
伺
う
。

　
　 

①
平
成
28
年
度
か
ら
、
中
学
生
ま

で
の
入
院
医
療
費
を
完
全
無
料
化
と
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
当
分
の
間
は
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
範
囲
に
と
ど
め
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
き
た
い
。

②
知
恵
を
出
し
、
工
夫
を
重
ね
て
財
源
確

保
に
努
め
な
が
ら
、
段
階
的
に
対
象
範
囲

の
拡
大
に
つ
い
て
、
攻
め
の
姿
勢
で
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

佐藤 真澄

人
口
減
少
と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

「
し
ば
た
魅
力
創
造
戦
略
」
に
つ
い
て

他
の
質
問
：
子
ど
も
の
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
助
成
、
生

活
保
護
費
の
「
冬
季
加
算
削
減
」

に
つ
い
て

問問 答

問問 答

答

答
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富塚町２丁目地内の交差点

　
　

 

①
市
内
各
地
で
発
生
し
て
い
る
市

道
の
傷
み
の
改
修
に
つ
い
て
伺
う
。②
都

市
計
画
道
路
の
進
捗
状
況
と
手
付
か
ず
の

計
画
路
線
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

③
道
路
造
成
に
併
せ
た
交
通
信
号
機
の
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

問
答
①
維
持
管
理
計
画
に
よ
る
年
次
的
な

修
繕
を
予
定
し
て
い
る
が
、
緊
急
修
繕
な

ど
情
報
提
供
を
通
じ
た
適
切
な
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。②
平
成
27
年
３
月
末
で

整
備
率
約
75
％
で
あ
る
。
長
期
未
着
手
路

線
を
含
む
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
現

在
進
め
て
い
る
。③
信
号
機
設
置
は
、
道

路
の
実
施
設
計
段
階
か
ら
、
交
差
点
形
状

や
横
断
歩
道
・
停
止
線
な
ど
も
含
め
警
察

署
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

 
①
全
国
大
会
レ
ベ
ル
の
学
校
か

ら
参
加
が
あ
る
大
会
の
誘
致
や
支
援

策
は
。②
学
校
部
活
動
以
外
の
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
策
は
。③
中
学

校
等
の
各
種
部
活
動
に
対
す
る
遠
征
費
を

市
内
大
会
も
含
め
充
実
を
は
か
る
と
と
も

に
、
外
部
指
導
者
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
紹

介
し
て
は
ど
う
か
。

問
答
①「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
活
性
化
補

助
金
」
交
付
要
綱
に
基
づ
き
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
関
係
団
体
に
は
積
極
的
な
大
会

の
開
催
や
誘
致
を
お
願
い
し
た
い
。②
全

国
大
会
等
出
場
者
の
激
励
会
や
奨
励
金
の

支
給
、
体
育
施
設
使
用
料
の
免
除
等
を
行

っ
て
い
る
。③
遠
征
費
は
、
県
大
会
以
上

の
参
加
支
援
に
相
当
な
額
を
要
し
て
お

り
、
市
内
大
会
ま
で
支
援
を
拡
大
す
る
考

え
は
な
い
。
外
部
指
導
者
の
リ
ス
ト
作
成

や
紹
介
は
、
課
題
を
整
理
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

中村 功

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
支
援
に
つ
い
て

　

 

農
業
者
の
最
大
の
悩
み
は
、
後
継
者

不
足
だ
。
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
に
農

業
の
法
人
化
（
会
社
化
）
は
不
可
欠
で
あ

り
、
農
業
を
続
け
る
た
め
、
次
の
支
援
の

拡
充
を
強
く
要
望
す
る
。
①
「
強
い
農
林

水
産
業
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
対
象
を
個

人
農
家
に
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
新

潟
市
は
個
人
農
家
も
対
象
に
し
て
い
る
。

②
「
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
拡
大
支
援
事
業
」

の
対
象
を
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
果
樹
に
も
拡

充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
答
①
組
織
経
営
体
に
よ
る
共
同
作
業

の
効
率
化
や
法
人
化
推
進
が
目
的
の
事

業
で
あ
る
。
個
人
対
象
は
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
イ
チ
ゴ
越
後
姫
に
限
定
し
て
い

る
。
全
国
に
打
ち
出
せ
る
要
の
作
物
と

位
置
付
け
、
一
層
の
産
地
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
で
あ
る
。
②
有
力
園
芸
作
物

の
作
付
拡
大
の
た
め
の
事
業
で
、
出
荷

額
が
県
内
上
位
で
あ
る
オ
ク
ラ
、
ネ

ギ
、
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
等
、
野
菜
９
品

目
を
対
象
作
物
と
し
て
い
る
。
果
樹
は

永
年
性
作
物
で
、
販
売
単
価
が
高
く
収

益
性
も
あ
り
、
現
時
点
で
対
象
に
加
え

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
答
台
風
被
害
は
２
年
連
続
で
同
じ
農
家

が
被
災
し
て
深
刻
だ
っ
た
。
①
来
年
作
付

け
の
種
も
み
補
助
を
30
％
か
ら
50
％
に
拡

充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
災
害
は
繰

り
返
す
。
今
後
の
被
害
に
備
え
て
、
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
予
め
作
成
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

問
答
①
被
災
農
業
者
に
対
す
る
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
生
産
意
欲
の
維
持
向
上
の
た
め

に
精
一
杯
の
支
援
と
し
て
、
今
定
例
会
で

種
も
み
購
入
費
の
30
％
補
助
を
補
正
予
算

計
上
し
た
。
②
Ｊ
Ａ
と
情
報
共
有
し
、
農

作
物
等
の
管
理
情
報
を
提
供
す
る
。
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
た
迅
速
な
対
応
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
職
員
に
も

自
ら
足
を
運
び
被
害
状
況
を
的
確
に
把
握

す
る
よ
う
強
く
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

阿部 聡

農
業
者
の
事
業
継
続
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

問答

問答

問問 答

答
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過
去
に
何
回
も
質
問
し
て
い
る
新

発
田
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
連
し
て
、
市
又
は

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
や
バ
ナ
ー
広
告
の
有
効
活
用
は
出
来
て

い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
効
果
に
つ
い
て
具

体
的
な
数
値
で
示
し
て
ほ
し
い
。

問
答
11
月
末
現
在
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

は
２
３
９
万
７
４
４
５
件
、
６
月
か
ら
始

め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
42
万
７
９
５
７
件
の
ア

ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
観
光
協
会
は
61
万
７

８
９
９
件
の
ア
ク
セ
ス
の
ほ
か
、「
し
ば

た
ん
市
場
」
で
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品
な

ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
額
は
78
万
５

０
０
０
円
で
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

 

新
発
田
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

す
る
返
礼
品
の
品
揃
え
や
そ
の
商
品
の
選

定
に
つ
い
て
、
何
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
今
ま
で
の
返
礼
品
の
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

問
答
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
11
月
末
現
在
で

６
２
１
３
件
、
１
億
５
千
万
円
を
超
え
る

寄
附
申
込
み
が
あ
る
。
４
月
に
用
意
し
た

返
礼
品
22
品
は
、
観
光
・
農
業
・
産
業
団

体
等
と
協
議
し
選
定
し
た
品
物
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
寄
附
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
現
在
は
少
し
高
額
な
返
礼
品
や
複
数

の
商
品
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
返
礼
品

を
選
定
し
て
い
る
。
返
礼
品
は
、
月
岡
温

泉
旅
館
感
謝
券
が
金
額
的
に
群
を
抜
い
て

大
き
い
。
件
数
で
一
番
多
い
の
は
、
米
で

あ
る
。
そ
の
他
農
産
物
や
お
酒
の
セ

ッ
ト
も
多
い
状
況
で
あ
る
。

湯浅 佐太郎

本会議を
エフエムしばた

（７６．９ＭＨｚ）で

生放送します

○ホームページで市議会を紹介

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会
日程等を掲載しています。
　本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した
「会議録」を検索閲覧することができます。他にも、｢市議会だよ
り｣のバックナンバー（８３号以降）を見ることができます。
　なお、会議録(冊子)は、市立図書館に設置されています。
　また、タブレット端末でも検索できます。

　本会議（定例会のみ）の様子を、エフエム
しばたで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から
終了まで全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断する
ことがあります。

【市議会ホームページ】

  http://www.shibata‐shigikai.jp/

新
発
田
市
の
情
報
出
力
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
、
新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品
の
今

後
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

問答問答

ふるさと納税の返礼品



議案は常任委員会に付託され、慎重に審査されます。
その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

　１２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案７件、審査の結果、すべて可決すべき
ものとしました。

総務常任委員会 委員長　小坂 博司

　駅前複合施設建設事業の内容の質疑に、「解
体する旧生鮮市場と交番脇の広場を駐車場と
して整備する。観光案内所は約５８坪で、民間棟
内の駅から一番近い所に移転する」との答弁が
ありました。　
　ふるさとしばた応援寄附金推進事業の増加
要因についての質疑に、「新発田市の情報発信
事業として方針転換したこと、返礼品の充実や

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）
インターネットのフル活用やメディアで取り
上げられたことなどによる」との答弁がありま
した。
　選挙システム改修委託料に関連し、選挙権年
齢の引き下げに伴う有権者数の増加数の質疑
に、「新たに約１,９００人が選挙権を得る」との答
弁がありました。

　利用時間、料金等の内容の質疑に、「公共施設
利用者は駐車券の機械処理により無料とする。
午後１０時以降は入庫できないが、出庫はでき

■新発田市役所本庁舎駐車場条例制定について
る。民業圧迫に配慮した措置である」との答弁
がありました。

　７月３日開館を予定する駅前複合施設の使
用料、愛称の質疑に、「使用料の区分については
１時間単位とした。金額設定は市内外の類似施
設を参考に定めた。使用料の減免措置等につい

ては、今後規則で定めたい。施設の愛称は、現在
４００件近い応募があり、選定委員会で決めた
い」との答弁がありました。

■新発田駅前複合施設設置及び管理に関する条例制定について

　１２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案１７件、陳情１件、審査の結果、陳情は
不採択とし、議案はすべて可決すべきものとしました。

社会文教常任委員会 委員長　湯浅 佐太郎

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）
　通話録音装置設置補助金に関連し、市内の特
殊詐欺の現状と補助内容の質疑に、「８月末時
点で、９件、１,６５２万円の被害額と聞いている。
警告メッセージ付機器の設置を希望する高齢
者世帯等へ補助を行うもので、１台につき上限
１万円、４０台分である」との答弁がありました。
　戸籍住民基本台帳費に関連し、「マイナン
バーにより、今後は住民基本台帳カードや住民
票コードは不要となるのか、個人番号通知カー
ドの送付状況は」の質疑に、「住民票コードは今
後も継続して使用する。住民基本台帳カードは
１２月３１日で発行は終了し、１月１日以降は
個人番号カードを発行する。通知カードは１１月
末時点で１,７９０通があて所なし、保管期間経過、
受け取り拒否により返戻があった。死亡、転出
者分は廃棄し、市内転居者や施設入所者等への
再送付処理や受け取りの案内を行っている」と
の答弁がありました。
　生活保護扶助費の増額の要因についての質

疑に、「保護世帯の増加は全国的な状況であり、
市の状況は１０月末で、６７９世帯９９９人であり４
月に比べ４.８％増加している。高齢者世帯の増
加で一人暮らしが増えている。また、高齢者の
増加により、受診の機会が増え、医療扶助費も
増加している。また、生活困窮者自立支援制度
がスタートし、関係課、関係機関のネットワー
クができたことにより、相談者が増え、潜在的
対象者の掘り起こしにつながり、支援の機会が
増えたと分析している」との答弁がありました。
　教科書の選定方法の質疑に、「教科書は４年に
１度採択替えを行う。教科書採択協議会は新発
田市、胎内市、阿賀野市、聖籠町の教育長等で構
成し、各教科に精通した教員が全ての教科書を
調査し、報告書を選定委員会に上げる。選定委
員会である程度の絞り込みを行い、最終的には
教科書採択協議会の選定結果を各市町村教育
委員会が決定する」との答弁がありました。
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　１２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案８件、請願１件、陳情１件、審査の
結果、請願は継続審査、陳情は不採択とし、議案はすべて可決すべきものとしました。

経済建設常任委員会 委員長　若月 　学

　農業法人等育成緊急加速条件整備事業補助
金の対象や事業取組の時期についての質疑に、
「対象農業法人は２件、法人の立ち上げが条件
であるため、トマトの養液栽培に係る事業は１０
月の法人設立前後から、水稲播種機に係る事業
については、１月に法人設立が決定することか
ら２８年産米の業務に間に合うよう補正となっ
た。また、他のメニューの違う事業については、
今後も出てくる可能性はあり、現在、３月の機
械導入について相談事案がある」との答弁があ
りました。
　新発田市温泉活用施設紫雲の郷館及び寺町
たまり駅の管理運営の債務負担行為に対し、前
回の額との比較及び決め方の基準についての
質疑に、「紫雲の郷館は、消費税分、電気・水道料
金の増額を見込み約７００万円の増額。寺町たま
り駅は、約４０万円の減額で、いずれも指定管理者

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）
から示されたものである」との答弁がありました。
　台風１５号による減収農家へ緊急支援策であ
る稲作経営安定緊急支援事業の対象範囲と被
害額２億円、面積９００ヘクタールとした被害調
査の根拠についての質疑に、「平成２８年産米用
種もみ購入経費の助成であり、基準反収より２
０％減収した農家を対象としたい。収量減だけ
でなく、品質低下により収入減となった農家も
対象とする。調査は、県の報告の中で、ＪＡと一
緒に現地をまわり、大中小の被害程度に区分し
て減収率を計算した数値であり、実際の総出荷
量を積算したものではない」との答弁があり、
「２０％の減収はどのように判断するのか」の質
疑に、「主食用産米の出荷がほぼ終わっている
ので、出荷状況により２０％以上減少している農
家を対象とし、申請主義で進めていきたい」と
の答弁がありました。

　新発田市・聖籠町議員協議会は、11月17日
に両市町議会の改選後初となる総会を当市に
おいて開催しました。同協議会では、両市町
議員が研修や意見交換で互いに研鑽を積むと
同時に両市町に関連する課題処理に積極的に
取り組むこととしています。
　総会終了後、柏崎刈羽原子力発電所を視察
しました。福島第一原子力発電所における事
故発生以来、実施している安全対策などの説
明を受け、停止中の施設内部を見学しました。
（写真は、4号機中央操作室見学の様子で
す。）

　11月9日、村上市、胎内市、阿賀野市、新発
田市の正副議長及び議会運営委員会、各常任
委員会の正副委員長を対象に、阿賀北四市議
会議長会連絡協議会議員研修会を当市におい
て開催しました。
　研修会では、フリーマガジン「街角こんぱ
す」の西村純子編集長を講師に迎え、「地域
内に隠れた資源を活用したまちづくり」と題
し、地元情報誌の編集者の視点を通した地域
の活性化、また、地域づくりの手法について、
多くの事例をおりまぜながら講演をいただき
ました。
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柏崎刈羽原子力発電所視察 阿賀北四市議会議員研修会

・・・ 議会トピック ・・・
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開かれた議会を目指して

議会報告会を開催しました
　改選後初めてとなる議会報告会を、11月に市内８会場で
開催しました。
　平成22年度から始めた議会報告会は、今回で10回目。
各会場で延べ87人の市民の皆さんにご参加いただき
ました。報告会では、平成26年度一般会計決算関係を
中心に９月定例会で審議された内容のほか、人口減少問
題について、参加された皆さまと活発な意見交換を行う
ことができました。　
　ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

会場での主な質疑応答

【人口減少問題に関しての意見交換】

参：参加者　　議：議員

Q　市の防災対策はしっかりできているのか。指定避難
所には水や毛布など最低限の備えはあるのか。
Ａ　避難所に指定された学校には、ある程度備蓄されて
いる。旧県立病院跡地の防災公園には、水・トイレ等の
設備があり、備蓄も企業との協定で手当している。

Q　交通弱者対策が急務である。高齢者が自動車を運転
して、一時停止もしないで道路に出ていくこともある。
胎内市では、デマンド交通を行っている。なぜ、新発田
市でできないのか。
Ａ　多くの議員が議会で質問、追求をしている。デマン
ドに取り組んでいる三条市を視察してきたところで
ある。ようやく動き出したところで、実験的な取組か
ら始める見込みが出てきた。

Q　新発田市は健全財政と聞いているが、決算状況では
市債残高が増えている。税金に影響がでないか心配で
ある。

Ａ　駅前複合施設、新庁舎建設の負担が増えているが、
合併特例債のため交付税措置されるので、その部分を
除けば健全財政であると言える。

Q　市議会は全員与党に見受けられるが、やはり議論を
行い決まっていくということが大切だと思う。

Ａ　議論は大いに行っている。委員会での議論は活発で、
何でも賛成ということではない。インターネット中継
を検討している。委員会の様子も市民の皆さんに見て
いただきたい。

参　給与所得者の地域間格差が顕著である。少子化の原
因のひとつと考えられる。企業にも協力してもらい賃
金を安定させることが肝要ではないか。
議　小中高の教育の中で地域の魅力を伝えていくことと、
産業振興は重要である。食品団地の造成のほか、優良企
業の誘致活動等のUターン対策も必要である。

参　農業の衰退が少子化を招いていると思う。雇用、収入
の確保が必要である。研究施設の誘致を検討されては
どうか。住まいなのか、雇用の提供なのか、子育て環境
の整備も重要である。何を重点的にするのか。
議　産業振興、子育て支援、教育の柱が整うことが理想で
ある。人口減少の観点から見れば、すべて必要でありど
れを優先するかは難しい。

参　母子家庭の方が新発田市では生活できないので、福
祉に手厚いという自治体へ引っ越したという話がある。
人口減少をどう食い止めるか、行政も議会も勉強不足
だ。勉強、研究をし、やるべきことをやってほしい。
議　子どもを産んだ後の生活、保育、教育関係等、他自治
体でも一生懸命に取り組んでいるが、当市でもしっか
りと受け止め、福祉・教育の充実を求めていきたい。

参　40％も非正規労働者がいる中で、公営住宅整備は人
口問題と密接に結びついている。そういう議論を議会
で行わないのか。
議　民間空き家住宅の借上げ等の議論をしたが、執行部
から難しいという回答があった。雇用対策も含めて議
論していかなければならない重要な問題だと認識して
いる。

参

参

議

参

参

議

議議

参 議
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報告会についての主な意見・感想・提案など（アンケート記入分）
○いろんな要望があることがわかり良かった。　
○若い人の参加が少ないのが気になりました。　
○貴重な報告会なので、もっと多数参加してほしい。各
集落に人数を割り当てしたらどうか。　

○開始場所や時間は、固定せず開催してもらいたい。　
○自分たちのできることを地区ごとに協力しあって市
民力をと考える。　

○市政に、もっと我々市民が関心を持つべきだと思いま
した。

【お詫び】市議会だより第117号の訂正について
　市議会だより第117号（平成27年10月30日）の一部に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。訂正内容は次のとおりです。
　●22ページの議会トピックの本文７行目　　【誤】平成29年11月　　　【正】平成28年11月

○子供達への情操教育から新発田の魅力、誇りを市民、
市からみた市の魅力や発信するものを考えたがるが、
本当にそれが魅力なのか、思い込んではないか。交流
人口から、市外から逆提案してもらう（そんなことが
魅力なのかという気づき）。都会の市出身者のふるさと
会のような人たちを応援団にして交流を図る。人的、
物的、経済的交流ができないか。　

○テーマもよいが、地域の問題点にも時間をとってほし
い。

○ 報告・説明内容について

○ 開催時間帯でよいのは ○ 参加しての感想は

○ 報告・説明時間は ○ 意見交換会について

アンケート結果

どちらかと言うと
よくわかった
　　　51％

どちらかと言うと
よくわからなかった

　　　19％

よくわからなかった
　　　1％

未記入　1％
未記入 4％

未記入 4％

意見が出て
よかった
　  37％

どちらかと言うと
　意見が出て
　　よかった
　　　38%

意見が出ず物足りなかった  6％
どちらかと言うと
意見が出ず物足り
なかった
　　　15％

長すぎた
　6％

どちらかと言うと
長すぎた
　　  56％

どちらかと言うと
短すぎた
　25％

短すぎた
9％

どちらかと言うと
　　よかった
　　  　47％

非常に
よかった
　　 40％

よくわかった
　　 28％

未記入 4％

どちらかと言うと
あまり意味が
なかった
　　9％

平日の昼
　13％

休日の昼
　61％

休日の夜
　6％

平日の夜
　14％

未記入 6％



編　集　委　員 編集後記
委 員 長 稲垣富士雄
副委員長 川﨑　孝一
委　　員 佐藤　武男
　  〃 井畑　隆二
　  〃 若月　　学
　  〃 渡部　良一
　  〃 小坂　博司
　  〃 湯浅佐太郎
　  〃 加藤　和雄
　  〃 渡邊　喜夫

〔20〕

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

２月定例会日程予定

　
平
成
27
年
春
に
市
議
会
議
員
の
改
選

が
あ
り
、
新
た
に
27
名
の
議
員
が
出
揃

い
ま
し
た
。
新
た
な
体
制
で
は
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
議
員
政
策
勉
強

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後
も
、
議

員
全
員
で
一
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を
、
関

係
者
や
団
体
、
執
行
部
等
の
お
話
を
伺

い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
28
年
度
は
、
新
発
田
駅

前
に
図
書
館
や
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
備
え
た
複
合
施
設
、
商
店
街
に
市
役

所
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。
大
規
模
施
設
の
建
設
が
、
商
店
街

の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　
当
市
の
大
事
業
が
順
調
に
進
展
し
、

平
成
28
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸

せ
な
一
年
と
な
る
よ
う
、
議
員
一
同
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
文
責 

編
集
委
員
　
佐
藤 

武
男
〉

本市議会
行政視察状況
（10月～11月）

①視 察 先
②視察内容

☆総務常任委員会
　①武蔵野市、朝霞市
　②男女共同参画事業について

☆議会運営委員会
　①丹波市、三田市、堺市
　②議会改革の取組について

☆社会文教常任委員会
　①千葉市、文京区
　②子育て支援コンシェルジュについて
　　文京区版ネウボラ事業について

☆民主クラブ
　①熊本市、天草市、雲仙市、長崎市
　②人と動物くらしイキイキ事業、宝島づくり
　　チャレンジ支援事業、小1プロブレム対策ほか

☆青風会
　①横須賀市、横浜市
　②市民防災センター、地震防災戦略について

☆石山洋子
　①新潟市　②児童発達支援センターについて

日
2/14

月 火 水 木 金 土
2/15 2/16

告示日
議会運営
委員会

本会議
（初日・提案
　理由説明・

　　委員会付託）

本会議
（最終日、一般
会計新年度

　　予算議案採決）

本会議
（一般質問
　　　3日目）

本会議
（一般質問
　　　1日目）

本会議
（会派代表

　　　　　質問）

本会議
（一般議案・補正
　　予算議案採決、

一般質問
　　　　　2日目）

2/17

※請願・陳情
　 意見書
　提出期限

2/18 2/19

議会運営
委員会

議会運営
委員会

総務常任
委員会

社会文教
常任委員会

経済建設
常任委員会

（経済建設関係・
市長総括質疑）

予算審査
特別委員会

（社会文教関係）

予算審査
特別委員会

（総務関係）

予算審査
特別委員会

（第3セクター・
     財務課長説明）

予算審査
特別委員会

2/20

2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27

2/28 2/29 3/1 3/2 3/3 3/4 3/5

3/6 3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12

3/13

3/20

3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19

3/21 3/22 3/23 3/24 3/25 3/26

・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。
・午前１０時から始まります。
・「本会議」「各委員会」は、市役所本庁舎２階
の議場または委員会室で行います。
・傍聴希望の方は、当日本庁舎２階議会事務局
までお越しください。
・団体等で大勢の場合は、事前に議会事務局ま
でご連絡ください。

《12月定例会の傍聴者数：延べ171人》

してみませんかしてみませんか傍 聴
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